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＜連絡事項＞
・精神科救急当番日の変更についてメールが来ていますので、各自確認して下さい。

・インフルエンザについて、スタッフの家族が罹患するケースが増えてきています。インフルエンザ予防のため、患者様・スタッフ共にうがい、手洗いの励行を徹底していきましょう。インフルエンザに本人又は家族が罹患した場合は、速やかに報告して下さい。

＜患者様連絡事項＞
[bookmark: _GoBack]・山口　富造様～本日、スタッフ、ＳＷ同伴で外出へ行かれ、施設入所に向けて必要物品を購入してきています。必要物品には名前を書き、リネン庫へまとめて置いてあります。昨日PSWより連絡あり、次男様へ連絡が繋がったが、初外来の時間を10時より遅い時間でと希望があったようで、医事へ確認し、初外来は2/12（火）11時からで了承されています。

＜要注目患者様＞
・成田　富士子様～朝食後薬、昼食後薬共に頓服薬を服用しています。理由については、「言いたくありません。」とか「Ｍさんが、また主治医を変えてお金が…と昨日と同じ事を言ってきて…それも洗面所で…人が沢山いる所で…もう嫌になります。」と話しています。アドバイスは受け入れています。
　　　　　　　　　　売店での嗜好品等の購入の際のお金のやりくりが下手で、箱ティッシュやポケットティッシュを購入する方に重点をおいてしまい、本当に必要な物を購入出来ていません。又、売店のスタッフが使用しているボールペンをポケットに入れ持って帰ろうとする事があったとの情報あります。売店に行った際は行動観察をしていきましょう。
・五日市　規様～治験後観察期となっています。日中は、作業やリハプロへ参加されています。粗暴行為もなく夜間の睡眠もとれています。本日は、発熱はありませんが鼻汁、痰がらみが見られています。主治医へ報告し、PL5日分処方となっています。

・井上　和美様～昨日、鼻声続いており本人希望にてレスプレン、トローチが処方となっ
ています。本日は、発熱はなく咳と鼻汁の訴えが聞かれていますが「薬
もらって良かったじゃ。」と話しています。午後の作業は、風邪症状見ら
れる為ホールで過ごして頂いています。

・泉川　ケイ子様～朝食は、拒否なく移動し全量摂取、昼食は、何度かの促しにて来られ全量摂取しています。昼食摂取後病棟へ戻る際に、スタッフと一緒に戻る事を伝えているが、さっさと1人で戻ろうとし、付き添っています。移動時の行動に注意して観察していきましょう。気分変動に注意し引き続き、離院の可能性があるため所在確認を行い、生活リズムを整えるため、プログラム参加や食事摂取を促していきましょう。

・高橋　伸治様～高血圧が見られ、日中、タバコを3日に1箱と決め、本人へ渡しています。
　　　　　　　　　担当医へ経過を報告し、定期的に血圧測定するよう指示あります。その後も血圧高値ですが、頭痛や不調の訴えはありません。

＜皮膚科診察＞
・松谷　和也様～経過は良好ですがもう少し続ける様にとの事で処置継続。デルモゾールＤＰ軟膏　2本、ロコイド軟膏　1本処方となっています。

・佐々木　淳様～①、②は特変なく処置継続。右手第5指側に落屑ありデルモゾールＤＰ軟膏塗布の指示あります。

・原　吉郎様～頚部・胸部に紅色丘疹少数散在、痒みあり。デルモゾールＤＰ軟膏塗擦するよう指示あり、処置継続です。

・松川　久雄様～特変なく処置継続です。

・山口　富造様～1/28（月）退院となる為、デルモゾールＤＰ軟膏　2本、ケルガー液　
1本が処方となっています。

・三上　勇様～特変なしで処置継続。デルモゾールＤＰ軟膏2本処方となっています。

・五日市　規様～特変なしで処置継続、尾骨部皹裂深く、壊死組織（膿様軟化付着）、ゲーベンクリーム塗布＋ガーゼ保護の指示が出ています。ゲーベンクリーム　1本処方となっています。
　　　　　　　　　軟膏処置が確実にできるように、3回/日の服薬後に服薬ボードの確認
　　　　　　　　に回ったスタッフが、塗っている所を一緒に確認していきましょう。又、　　　　　　
　　　　　　　　入浴時にはゲーベンクリームを持参してもらい、スタッフの観ている前
　　　　　　　　で、塗布してもらう様にしましょう。

・成田　富士子様～顔面に膿疱あり、指に皹裂あり処置継続となっています。

・吉田　周治様～両足皮疹著明に軽快で処置継続。テルビナフィンクリームが無くなり次第終了となります。1/28（月）退院となります。

・越後　京子様～髪際部（左前頭部）に暗紅色局面、小びらん面、痂皮あり、病名：脂漏性皮膚炎で左前頭部にデルモゾールＤＰ軟膏塗布の指示が出ています。
　　　　　　　　デルモゾールＤＰ軟膏　1本処方となっています。

・大上　なみ様～特変なし。両耳囲に痒みあり、処置継続となっています。

・小向　静江様～左大転子部の褥瘡は、診察にて治癒となっています。

＜安ヶ平Drケース検討・診察状況、退院支援委員会＞
・中川原　義雄様～眠剤を減らしてから夜間の睡眠が取れなくなっており、気分の高さも目立っています。腰痛のため、スミルスチック1本処方。本日より、ハルラック（0.125）1Ｔ　1×就床前で6日分追加処方となり、次回定期より、ハルラック（0.25）1Ｔ　1×就床前へ変更となります。引き続き、精神症状と夜間の睡眠状況を観察していきましょう。今後の方針をご家族とも話し合いながら施設入所等検討していきます。

・三上　勇　様～変わりないが関節痛(左ひざ)があるとの事です。歩行器を使って真っすぐに歩いているとの事。妄想に左右された行動は見られませんが、歩行器を忘れてしまっている事が目立ち介入要しています。引き続き、現在のADLを低下させないよう、安全に生活できるよう関わっていきましょう。

・上村　みわ様～本日、拒薬はありませんが朝食後薬の飲み忘れあり、呼びに行くと洗面所にて歯を磨いています。声掛けにて歯磨きをした後に内服されています。最近は、作業へは参加出来ており、リハプロも参加出来ています。妄想発言は聞かれていますが、行動化はありません。予定の変更と注射などの事を主治医へ報告しています。要介護1で入所できる施設のを御家族と話し合いながら検討していきます。

・滝田　英人様～独語はその日によって多かったり静かに過ごしたりで経過し、一時期よりは落ち着いてきています。不調の訴えは聞かれません。眩暈なし立ちくらみなし。食欲・眠りも良いとの事。引き続き、精神症状観察し、他者トラブルに注意していきましょう。施設入所等検討していきます。

＜馬渡Drケース検討・診察状況、退院支援委員会＞
・原　吉郎様～たまに具合が悪いと訴えて来る事はありますが、頓服薬を服用することはありません。著変なし。幻聴体験の悪化はないようです。相変わらず調子が良くないなどとあいまいな内容の訴えが聞かれています。処方は継続で、
　　　　　　　施設入所を検討していきましょう。

・山下　拓也様～買い物に付いての訴えは頻繁に聞かれており、他者からタバコを貰って吸っている事があり、注意していますが反省している様子はありません。
　精神面ではやや好色的な発言特に大きな変化はなく落ち着いています。
退院先は施設を予定しています。保護者は姉様でいいのか検討中です。
受け持ちで入所できる施設を検討中です。処方継続。

・佐々木　淳様～最近は気分的には落ち着いているが、やや突進歩行が目立ってきています。入浴の拒否もみられません。カルバマゼピン（100）8Ｔ7Ｔへ減薬となります。1/18に母様来院され、施設一覧を渡しＳＷより説明を受けています。その後の経過を家族へ確認していきましょう。

・山口　富造様～著変なく経過しています。処方継続としています。1/28ＧＨへ退院予定。
退院後は当院へ通院する予定です。退院時処方と退院指示頂いています。

・吉田　周治様～著変なく特に体調不良の訴えは聞かれません。1/28退院、2/22初外来予定です。退院時処方と退院指示頂いています。
